
宮城県の県北地域を中心に、古くから交易の場として
庶民に親しまれてきた「互市」｡
ここ岩出山の互市は、昭和2年4月に寿町（現在の駅前通
り）の町名披露の催しを兼ねて開催されたのが始まりで､
以来毎年4月と11月の15･16日に開催されています｡
JR岩出山駅前の通りが会場となり､岩出山特産の竹細工
をはじめ植木､農産物､日用雑貨､鉢花などを売る露店約
40店が並び､売り手と買い手のやりとりが賑やかです。
■開催日／平成26年４月15日(火)･16日(水)
■時　間／9：00～17：00
■場　所／大崎市･岩出山駅前通り
■交　通／JR陸羽東線･岩出山駅下車すぐ｡
　　　　　東北自動車道･古川ICより車で20分。
■関連URL／玉造商工会ホームページ

http://www.tamadukuri.
miyagi-fsci.or.jp/index.html

■お問合せ／玉造商工会岩出山本所　0229-72-0027

岩出山互市
●経営力向上支援事例発表会 （２）

●創業塾 （3）

●製造業に係る経営講習会 （3）

●コミュニティビジネス支援事業（蔵王町商工会） （4）

●ある日の指導日誌から（みやぎ北上商工会） （4）

●商工会事業（加美商工会） （5）

●わたしのお父さん（玉造商工会青年部） （5）

●中小企業大学校仙台校からのお知らせ （6）

●協会けんぽ宮城支部からのお知らせ （7）

●宮城労働局からのお知らせ （7）

●青年部•女性部コーナー （8）

天　　野　　　忠　　正

株式会社髙橋プリント
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去
る
一
月
二
十
二
日
、
二
十
三

日
、
二
十
四
日
の
三
日
間
、
仙
台

サ
ン
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
宮
城
県
及

び
市
町
村
担
当
者
等
多
数
の
御
臨

席
の
下
、
経
営
力
向
上
支
援
事
例

発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
発
表
会
は
、
会
員
企
業
の
経

営
課
題
の
解
決
に
向
け
た
改
善
策

や
経
営
戦
略
の
提
案
等
に
つ
い
て

研
究
・
検
討
を
行
い
、
経
営
力
向

上
の
取
組
に
経
営
指
導
員
が
ど
の

よ
う
に
関
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
た
の
か
、
そ
の
支
援

「
緊
急
雇
用
調
整
助
成
金
セ

ン
タ
ー
」
は
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
る
著
し
い
業
務
量

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
緊

急
措
置
と
し
て
外
部
施
設
を
借

上
げ
、
雇
用
調
整
助
成
金
、
中

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金

及
び
被
災
者
雇
用
開
発
助
成
金

の
取
扱
事
務
を
一
体
的
に
運

営
・
管
理
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
、
業
務
量
が
平

常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

㈪
を
も
ち
ま
し
て
廃
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、「
緊
急
雇
用
調
整
助

成
金
セ
ン
タ
ー
」
廃
止
後
（
平

成
二
十
六
年
四
月
一
日
㈫
以

降
）
の
助
成
金
申
請
等
に
係
る

各
種
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
宮
城
労
働
局
職
業
対
策

課
助
成
金
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

宮
城
県
労
働
局
職
業
対
策
課

助
成
金
コ
ー
ナ
ー

所
在
地

仙
台
市
宮
城
野
区
鉄
砲
町
一
番

地（
仙
台
第
四
合
同
庁
舎
二
階
）

電
話

〇
二
二

−

二
九
九

−

八
〇
六
三

震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
し

元
気
な
企
業（
儲
か
る
企
業
）を
輩
出

︱
経
営
力
向
上
支
援
事
例
発
表
会
︱

事
例
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

経
営
支
援
能
力
の
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

各
開
催
日
と
も
そ
れ
ぞ
れ
が
、

震
災
後
に
生
じ
た
経
営
課
題
へ
の

対
応
策
の
提
案
等
、
特
色
あ
る
発

表
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
被
災
に

よ
り
店
舗
が
損
壊
す
る
も
震
災
後

新
た
に
起
業
し
た
業
態
で
飛
躍
的

に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
た
事
例
や

商
工
会
が
新
た
に
認
定
支
援
機
関

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
創
業
希

望
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
「
創

業
補
助
金
」
へ
の
支
援
事
例
な
ど

具
体
的
な
支
援
成
果
が
表
れ
た
発

表
内
容
で
あ
っ
た
。

発
表
会
の
最
後
に
は
、
各
日
の

代
表
講
師
に
よ
る
「
経
営
革
新
等

支
援
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
国
の
認
定
支

援
機
関
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
今

後
の
指
針
に
つ
い
て
ご
指
導
を
頂

い
た
。

な
お
、
各
開
催
日
ご
と
に
発
表

事
例
を
審
査
し
て
お
り
、
今
年
度

は
上
記
の
と
お
り
七
事
例
を
優
秀

事
例
と
し
て
選
考
し
た
。

第 1日目の発表風景

第 2日目の発表風景第 3日目の発表風景

熱心に聴講する指導員

優 秀 事 例
【 1 月22日（第 1 日）】

エリア・商工会名 テーマ 発表者氏名
利府松島
商工会

「日本三景　松島」の魅力と
夢ある旅行のサポートを目指して 三好　啓介

遠田
商工会 飲食業の再スタートに向けた支援 野田　哲也

みやぎ北上
商工会

「恩忘れず 仕事で返す」
～被災した電子部品工場の再生と変革～ 茂木　　辰

【 1 月23日（第 2 日）】
エリア・商工会名 テーマ 発表者氏名

栗駒鶯沢
商工会

隠れ家的カフェから活気があふれ
地域に愛されるカフェへ 千葉　雅祥

登米みなみ
商工会

新しいかたちの農業で地域農業を活性化
～六次産業化に向けた支援～ 角田　晴彦

【 1 月24日（第 3 日）】
エリア・商工会名 テーマ 発表者氏名

名取岩沼
エリア

生産拠点の再建から販路拡大まで
一貫した支援により震災からの

復興を目指す
瀬戸　茂光

多賀城・七ヶ浜
商工会

飲食業の商品開発支援と
経営革新計画策定支援 早坂　崇主

「
緊
急
雇
用
調
整
助
成
金
セ
ン
タ
ー
」
ご
利
用
の
皆
様
へ
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無
印
良
品
の
商
品
開
発
・
企
画
、

そ
の
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
講

演
が
な
さ
れ
た
。

西
友
が
「
無
印
良
品
」
を
立
ち

上
げ
た
時
期
に
企
画
に
携
わ
り
、

そ
の
後
も
同
社
の
動
向
を
注
視
し

続
け
て
き
た
鈴
木
氏
か
ら
、
無
印

良
品
の
事
例
を
交
え
た
商
品
開

発
・
企
画
の
ポ
イ
ン
ト
を
具
体
的

に
お
話
し
い
た
だ
き
、
調
査
か
ら

読
み
取
ら
れ
た
食
品
製
造
業
の
課

題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
商
品
開
発

に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
を
示
す
内
容

と
な
っ
た
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
混
迷

状
態
が
続
く
市
場
動
向
、
消
費
税

転
嫁
の
問
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

様
々
な
観
点
か
ら
今
後
の
経
営
に

つ
い
て
示
唆
が
得
ら
れ
る
講
習
会

と
な
っ
た
。

創
業
を
希
望
す
る
者
に
対
し
、

必
要
な
心
構
え
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を

習
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
十
二
月
七
日
㈯
か
ら
四
日
間

コ
ー
ス
で
、「
が
ん
ば
ろ
う
！
宮

城
・
創
業
塾
」
が
Ｔ
Ｋ
Ｐ
仙
台
西

口
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
た
。

講
師
に
、
中
小
企
業
診
断
士
の

渡
辺
進
也
氏
、
鈴
木
た
す
く
氏
の

二
名
を
迎
え
、
経
営
理
念
の
考
え

方
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
資
金
計

画
の
立
て
方
な
ど
に
つ
い
て
講
義

が
行
わ
れ
、
約
二
十
名
の
受
講
生

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
夢
を
実
現

し
よ
う
と
懸
命
な
姿
勢
で
セ
ミ

ナ
ー
に
臨
ん
で
い
た
。

ま
た
、
交
流
会
で
は
積
極
的
に

相
互
の
交
流
に
努
め
、
互
い
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換

二
月
二
十
日
㈭
に
大
崎
市
古
川

の
芙
蓉
閣
、
二
十
一
日
㈮
に
仙
台

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
製
造
業
に

係
る
経
営
講
習
会
が
開
催
さ
れ

た
。
製
造
業
を
対
象
と
し
た
講
習

会
で
あ
り
、
県
内
か
ら
製
造
業
者

の
方
々
が
集
ま
り
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

本
講
習
会
は
二
部
構
成
で
行
わ

れ
、前
半
は
本
会
が
実
施
し
た「
製

造
業
に
係
る
東
日
本
大
震
災
の
影

響
実
態
調
査
」
に
つ
い
て
、
分
析

を
担
当
し
た
中
小
企
業
診
断
士
の

「
熱
い
夢
を
実
現
す
る

た
め
の
四
日
間
」

〜
が
ん
ば
ろ
う
！
宮
城
・
創
業
塾
〜

「
製
造
業
に
係
る
経
営
講
習
会
」

〜
無
印
良
品
の
商
品
開
発
・
企
画
や

販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
講
演
〜

を
行
い
、
受
講
生
相
互
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

受
講
生
の
中
に
は
、
国
の
創
業

補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
自
分
の

夢
を
叶
え
よ
う
と
す
る
者
も
お

り
、
講
師
・
本
会
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン

グ
リ
ー
ダ
ー
よ
り
、
具
体
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
策
定
支
援
も
並

行
し
て
行
っ
た
。

今
後
も
受
講
生
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
に
努
め
る
と
と
も
に
受
講

生
か
ら
の
提
案
、
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
受
講
生
に
と
っ
て
、
創

業
に
向
け
た
よ
り
良
い
内
容
に
な

る
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
次
年
度
以

降
も
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

熱心な受講生のみなさん

4日間がんばりました！

講演する鈴木先生

聴講する参加者

高
木
順
氏
よ
り
結
果
報
告
と
課
題

提
示
が
な
さ
れ
た
。

本
調
査
で
は
、
食
品
製
造
業
の

販
路
開
拓
を
主
要
テ
ー
マ
に
据
え

て
ア
ン
ケ
ー
ト
収
集
・
分
析
を
行

い
、
今
後
は
「
三
大
都
市
圏
や
海

外
市
場
、
東
北
一
円
の
商
圏
に

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
描
け
る
支
援
」

「
戦
略
的
な
考
え
方
や
仕
組
み
を

取
り
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識

し
た
支
援
」「
支
援
事
業
そ
の
も

の
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」「
即
時

多
頻
度
で
の
情
報
提
供
」
な
ど
に

重
点
を
お
い
た
支
援
の
方
向
性
が

提
示
さ
れ
た
。

後
半
は
㈱
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
代
表
の
鈴
木
栄
治
氏
よ
り
、
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商
工
会
職
員
と
し
て
経
営
改
善

普
及
事
業
並
び
に
地
域
総
合
振
興

事
業
等
に
微
力
な
が
ら
携
っ
て
お

り
ま
す
。商
工
会
の
業
務
は
幅
広

く
奥
深
い
こ
と
を
日
々
感
じ
て
お

り
、会
員
事
業
所
か
ら
常
に
求
め

ら
れ
て
い
る
専
門
的
で
高
度
な
情

報
を
如
何
に
的
確
に
伝
え
、経
営

基
盤
の
一
助
と
し
て
効
果
的
に
実

り
あ
る
経
営
指
導
が
出
来
る
よ
う

日
々
自
ら
の
資
質
の
向
上
を
図
る

べ
く
自
助
努
力
し
指
導
体
制
を
整

え
て
お
り
ま
す
。

職
員
と
し
て
如
何
に
、的
確
で

効
果
的
な
提
案
指
導
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
か
考
え
て
見
ま
す
と
、

常
に
会
員
事
業
者
の
立
場
に
な
り

経
営
者
へ
の
思
い
や
り
を
持
ち
な

「商工会職員
としての心がまえ」
みやぎ北上商工会
主任主査

佐々木　孝　志

が
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、経
営
者
と
の
人
間
関
係
を

つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、経
営
者
の

事
業
に
対
す
る
意
欲
や
経
営
能
力

を
見
出
す
た
め
の
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
、自
ら

の
信
用
度
も
高
め
ら
れ
信
頼
関
係

が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、信

頼
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
、提
案
指

導
に
つ
い
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
や

す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
常
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。

提
案
指
導
に
よ
り
経
営
が
改
善

し
、良
い
方
向
に
進
む
こ
と
が
職

員
と
し
て
の
願
い
で
も
あ
り
、求

め
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
会
員

事
業
者
か
ら『
あ
り
が
と
う
お
蔭

様
で
し
た
』と
の
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
く
こ
と
が
、日
々
の
仕
事

の
励
み
と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

た
だ
良
い
部
分
だ
け
で
は
な

く
、力
不
足
で
期
待
に
応
え
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
反
省
す
る
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
事
業
者
に
対
し
て
の
目

標
達
成
の
た
め
の
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析

だ
け
で
は
な
く
、商
工
会
職
員
も

自
ら
が
強
み・弱
み・機
会・脅
威
を

仕
事
の
中
で
常
に
明
確
に
し
、目

標
を
持
ち
行
動
す
る
こ
と
が
自
信

と
な
り
、会
員
事
業
所
に
対
し
て

も
自
信
を
持
っ
て
提
案
指
導
が
出

来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
職
員
間
の
連
携
強

化
を
図
り
会
員
事
業
者
の
発
展
と

地
域
の
活
性
化
の
為
に
微
力
な
が

ら
貢
献
出
来
る
よ
う
日
々
努
力
し

て
参
る
所
存
で
す
。

ケ
を
開
発
し
た
。

試
作
の
コ
ロ
ッ
ケ
は
、
消
費
者

を
対
象
と
す
る
食
味
等
ア
ン
ケ
ー

ト
を
二
回
実
施
し
、
味
に
つ
い
て

は
概
ね
良
好
の
評
価
を
頂
い
た
。

検
討
委
員
会
で
販
売
価
格
を
検

討
し
た
結
果
、
肉
の
原
材
料
が
高

い
こ
と
、「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
の
特
産
品
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

を
考
慮
す
る
と
既
存
の
コ
ロ
ッ
ケ

よ
り
高
め
の
価
格
設
定
と
な
っ
た
。

今
後
の
展
開
と
し
て
「
蔵
王
爽

清
牛
コ
ロ
ッ
ケ
」
は
、
里
芋
の
生

産
農
家
と
地
元
の
製
造
工
場
が
里

芋
を
加
工
し
、
飲
食
店
な
ど
が
製

品
化
し
て
い
き
、
自
社
で
作
り
た

い
方
に
は
レ
シ
ピ
を
提
供
し
、
ど

な
た
で
も
同
じ
よ
う
に
作
れ
る
よ

う
に
す
る
。
ま
た
、
精
肉
店
や
飲

食
店
は
勿
論
、
小
売
店
、
観
光
地

の
売
店
な
ど
で
も
販
売
す
る
。
併

せ
て
、
現
在
、
町
内
に
は
小
中
学

校
生
と
先
生
を
合
わ
せ
る
と
約

一
，一
〇
〇
人
い
る
こ
と
か
ら
、

学
校
給
食
に
取
り
入
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
販
売
戦
略
を
展
開
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

本
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
事
業
の
採
択
を
受
け
蔵
王

町
の
重
点
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る

「
資
源
循
環
型
」
に
取
組
み
、
蔵

王
の
新
ブ
ラ
ン
ド「
蔵
王
爽
清
牛
」

と
蔵
王
町
特
産
の
里
芋
の
親
芋
を

使
用
し
た
新
商
品
、「
蔵
王
爽
清

牛
コ
ロ
ッ
ケ
」
を
開
発
し
た
。

「
蔵
王
爽
清
牛
」
は
、
仙
台
コ

カ
コ
ー
ラ
㈱
蔵
王
工
場
で
製
造
さ

れ
る
「
爽
健
美
茶
」
の
茶
殻
と
蔵

王
酪
農
セ
ン
タ
ー
で
製
造
さ
れ
る

蔵
王
チ
ー
ズ
の
チ
ー
ズ
ホ
エ
イ

（
乳
清
）
を
原
料
と
し
た
飼
料
（
蔵

王
産
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
）
で
育
て
た

Ｆ
１
牛
で
あ
る
。

里
芋
（
小
芋
）
は
、
特
産
品
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

ま
で
親
芋
は
使
用
さ
れ
ず
に
捨
て

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
親
芋
と
「
蔵

王
爽
清
牛
」
を
結
び
つ
け
る
こ
と

で
資
源
循
環
型
の
新
商
品
開
発
が

で
き
な
い
か
と
、
専
門
家
の
支
援

を
い
た
だ
き
取
り
組
ん
で
き
た
。

里
芋
の
加
工
に
あ
た
っ
て
は
地

元
企
業
で
ヨ
モ
ギ
を
加
工
す
る
工

場
の
協
力
に
よ
り
親
芋
の
加
工
が

実
現
し
た
。

試
作
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
の

蔵
王
食
工
房
ア
ト
リ
エ
デ
リ
ス
の

フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ
佐
々
木
文
彦
氏

に
お
願
い
し
、
二
種
類
の
コ
ロ
ッ

開発されたタロッケ（メンチ風味）

コロッケのぼり

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

「
蔵
王
爽
清
牛
コ
ロ
ッ
ケ
」の
開
発

カ
レ
ー
ち
ゃ
ん（
カ
レ
ー
風
味
）と
タ
ロ
ッ
ケ（
メ
ン
チ
風
味
）

蔵
王
町
商
工
会
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加
美
商
工
会
で
は
、
地
域
産
業

の
活
気
・
に
ぎ
わ
い
空
間
を
創
出

す
る
と
共
に
、
商
業
・
農
業
・
消

費
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
加
美
郡

内
の
食
文
化
に
感
謝
し
、
地
産
地

消
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
う
め
ぇ
が
す

と
鍋
ま
つ
り
in
加
美
」
を
毎
年
開

催
し
て
お
り
、
今
年
は
去
る
二
月

十
一
日
に
開
催
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
中
新
田
地
区
の

花
楽
小
路
に
は
、商
工
会
青
年
部
・

女
性
部
、
各
商
店
会
、
飲
食
店
組

合
、
Ｊ
Ａ
等
、
昨
年
度
よ
り
三
団

体
増
え
た
過
去
最
多
の
二
十
四
団

体
が
出
店
し
、
二
十
七
種
類
の
鍋

を
一
杯
二
百
円
〜
三
百
円
で
販
売

し
た
。

鍋
に
は
加
美
町
産
牛
や
地
場
の

野
菜
、
ま
た
、
シ
カ
肉
や
お
こ
げ

な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
珍
し
い
食
材

等
を
使
用
し
て
お
り
、
人
気
の
鍋

の
前
に
は
販
売
開
始
前
の
午
前

十
一
時
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で

き
、
約
一
時
間
で
完
売
す
る
団
体

も
あ
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
に
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
、
加
美
町
に
現
在
も
避
難
し
て

い
る
南
三
陸
町
の
住
民
九
十
五
名

に
加
美
商
工
会
府
田
会
長
よ
り
、

一
人
二
枚
の
鍋
の
無
料
招
待
券
が

配
ら
れ
た
。

ま
た
、
地
場
産
品
で
あ
る
美
味

し
い
地
酒
を
町
内
外
に
広
く
伝
え

る
為
、
町
内
三
酒
蔵
（
中
勇
酒
造

店
、
山
和
酒
造
店
、
田
中
酒
造
店
）

の
ご
協
力
を
頂
き
、『
酒
蔵
訪
問

会
』
を
、
各
酒
蔵
先
着
五
十
名
限

私
の
お
父
さ
ん
は
、電
気
工
事

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。お
父

さ
ん
は
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま

で
仕
事
を
し
て
と
て
も
疲
れ
て

帰
っ
て
き
ま
す
。帰
っ
た
後
は
美

味
し
そ
う
に
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い

ま
す
。暑
い
日
も
寒
い
日
も
私
達

が
寝
て
い
る
時
間
に
仕
事
に
行

く
こ
と
も
あ
り
、お
父
さ
ん
て
す

ご
い
な
ぁ
と
思
う
け
ど
、病
気
に

な
っ
た
り
し
な
い
か
と
て
も
心
配

で
す
。

休
み
の
日
は
、家
族
で
出
か
け

た
り
、私
達
と
一
緒
に
遊
ん
で
く

れ
ま
す
。一番
の
思
い
出
は
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
た
こ
と
で
す
。

モ
ノ
マ
ネ
も
と
て
も
上
手
で
最

近
は「
ふ
な
っ
し
ー
」の
真
似
を
し

て
笑
わ
せ
て
く
れ
た
り
も
し
ま

す
。私

は
い
つ
も
素
直
に
な
れ
ず
、

わ
が
ま
ま
を
言
っ
た
り
、言
う
こ

と
を
聞
か
ず
怒
ら
れ
ま
す
。怒

ら
れ
て
い
る
時
は「
最
悪
…
」と

思
う
こ
と
も
あ
る
け
ど
、い
つ
も

私
達
の
た
め
に
仕
事
を
頑
張
っ

て
く
れ
て
、いっ
ぱ
い
遊
ん
で
く
れ

て
、本
気
で
怒
っ
て
く
れ
る
そ
ん

な
お
父
さ
ん
の
子
供
で
良
か
っ

た
で
す
。大
好
き
な
お
父
さ
ん
、

ず
ーっ
と
元
気
で
い
て
ね
。

木村俊介さん、日南さん（右から 1番目）

木き
む
ら村

　
日ひ

な南
さ
ん
　
　

（
大
崎
市
立
岩
出
山
小
学
校
四
年
）

　

日
興
電
建
㈱玉

造
商
工
会
青
年
部　

木き
む
ら村　

俊し
ゅ
ん
す
け介さ
ん

「
わ
た
し
の
お
父
さ
ん
」

定
で
実
施
し
た
。

普
段
は
な
か
な
か
見
る
機
会
の

な
い
酒
蔵
を
訪
問
し
地
酒
の
製
法

な
ど
を
聴
け
る
と
い
う
事
も
あ

り
、
受
付
開
始
と
同
時
に
定
員
の

五
十
名
に
達
す
る
人
気
ぶ
り
で

あ
っ
た
。
会
場
内
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
酒
蔵
か
ら
提
供
頂
い
た
地
酒

を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
試
飲
出
来
る

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
多
く
の

人
々
で
賑
わ
っ
た
。

さ
ら
に
、
加
美
商
工
会
で
開
発

支
援
等
を
行
な
っ
た
特
産
品
の
販

売
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
や
商
工
会
女

性
部
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
、
加
美
町
観
光
大
使
で
あ
る

サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
野
々
田
万
照
氏

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ

た
ほ
か
、
加
美
町
公
認
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
『
か
み
〜
ご
』
も
登
場
し
会

場
内
を
盛
り
上
げ
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
三
年
ぶ
り
に
晴

天
の
下
で
開
催
さ
れ
た
事
も
あ
り
、

来
場
者
は
約
二
万
四
千
人
と
過
去

最
多
で
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
た
。

大鍋で作られた鍋料理

加美町キャラクター「かみ〜ご」

多くの人で賑わう会場

商
工
会
事
業

第
十
四
回
う
め
ぇ
が
す
と
鍋
ま
つ
り
in
加
美

加
美
商
工
会
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本制度のメリット

団体割引15％

過去の損害率による割引25％適用
奥様安心プラン（家事従事者特約付所得補償保険）
全国の商工会会員の経営者、従業員の配偶者で、
加入時年齢が16歳～64歳までの家事従事者の方

ご加入対象
基本契約（所得補償保険）
全国の商工会会員の経営者および従業員の方で新規加入：15歳～64歳

入加続継 ：15歳～69歳
の割引適用約36％

お申込・お問い合わせは、お近くの商工会へ
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〔概　要〕
業務改善助成金は、宮城県内に事業場を置く中小企業事業主が支給要件を充たすことにより、業務改
善に要した経費の2分の1（上限100万円、下限5万円）が助成される制度です。

〔主な支給要件〕
　①　賃金引上げを計画し、実施すること

事業場内で最も低い賃金を4年以内に計画的に時間給800円以上に引上げ、かつ1年当たりで、時間
給を40円以上引き上げる計画とし、実施する。

　②　業務改善を計画し、実施すること
労働能率の増進に資する設備・機器の導入、労働能率の増進に資する研修、賃金制度の整備、就業規
則の作成・改正等の業務改善を計画し、実施する。

〔注　意〕
これから賃金引上げと業務改善を行う事業主が対象となりますので、既に賃金引上げ又は業務改善を
行っている事業主は申請できません。

※　同助成金の内容については、宮城労働局のホームページなどに掲載のパンフレット「業務改善助成金
の手引き、」「中小企業・小規模事業者への支援施策紹介マニュアル」からもご覧になれます。

　　　4/15（火），16（水）に宮城労働局で説明会が開かれます。
　　　詳しくは、宮城労働局　賃金室（022-299-8841）あてにお問い合わせください。

「平成26年度　業務改善助成金」のお知らせ【宮城労働局 賃金室】
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に
つ
い
て
、
実
績
を
上
げ
た
四
名

か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

形
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
地
域
振
興
に

寄
与
し
て
い
る
体
験
談
に
つ
い
て

語
っ
た
。

第
二
部
で
は
、
梅
津
経
営
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
務
所
代
表
の
梅

津
義
人
氏
が
「
女
性
に
よ
る
地
域

お
こ
し
、
企
業
お
こ
し
」
の
テ
ー

マ
で
、
女
性
の
目
線
か
ら
で
き
る

地
域
お
こ
し
活
動
に
つ
い
て
講
演

し
た
。

終
了
後
は
、「
地
域
に
お
け
る

こ
れ
か
ら
の
女
性
部
活
動
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
女
性
の
感
性
を
活
か
し
た
地

域
貢
献
の
あ
り
方
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
た
。

座
企
業
組
合
理
事
長
の
新
関
さ
と

み
氏
が
「
地
元
の
味
の
継
承
と
地

域
お
こ
し
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し

た
。
地
元
で
採
れ
た
野
菜
を
使
っ

た
漬
物
で
、
企
業
組
合
を
立
ち
上

げ
、「
身
近
に
あ
る
も
の
（
野
菜
・

漬
物
）
こ
そ
が
宝
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
元
山

選
を
勝
ち
進
ん
だ
代
表
者
六
名

が
、
日
頃
の
青
年
部
活
動
か
ら
得

た
経
験
や
成
果
、
意
見
に
つ
い
て

熱
弁
を
奮
い
、
最
優
秀
賞
に
は
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
代
表（
和
歌
山
県
）

森
武
志
さ
ん
、
優
秀
賞
に
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
（
富
山
県
）
上
野
幸

樹
さ
ん
が
受
賞
し
た
。

二
日
目
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
に
会
場
を
移
し
、
全
国
青
年

部
長
会
議
を
開
催
し
、
全
青
連
事

業(

政
策
・
情
報
ネ
ッ
ト
戦
略
災

害
支
援)

の
結
果
等
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
部
員
増
強
成
功
事
例
発

表
が
行
わ
れ
、
部
員
増
強
で
成
功

し
た
事
例
や
今
後
の
増
強
の
展
望

次
世
代
の
日
本
を

切
り
開
く
た
め
に

︱
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会（
埼
玉
大
会
）︱

第
十
五
回
商
工
会
青
年
部
全
国

大
会
が
去
る
二
月
四
日
㈫
〜
五
日

㈬
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

一
日
目
は
、
埼
玉
県
の
さ
い
た

ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
本
県
四
十
六
名
を
含

む
全
国
各
地
か
ら
約
五
千
名
の
青

年
部
員
が
参
加
の
下
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
「
埼
玉
か
ら
幸
魂
を
叫
ぶ
〜

次
世
代
の
日
本
を
切
り
開
く
た
め

に
〜
」
と
掲
げ
盛
大
に
実
施
さ
れ

た
。

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
顕

彰
授
与
式
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
部
門
に
お
い
て
、
本
県
よ

り
石
巻
か
ほ
く
商
工
会
青
年
部
長

小
松
光
さ
ん
が
受
賞
、
ま
た
、
長

年
の
青
年
部
活
動
に
対
し
て
大
き

く
貢
献
し
た
方
に
対
す
る
感
謝
状

贈
呈
で
は
、
く
ろ
か
わ
商
工
会
青

年
部
元
部
長
の
菅
原
裕
行
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
主
張
発
表
会

で
は
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
予

県
下
商
工
会
女
性
部
正
副
部
長

七
十
七
名
が
一
同
に
会
し
、
商
工

会
女
性
部
正
副
部
長
研
修
懇
談
会

が
二
月
二
十
五
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
正
副
部
長
研
修
会
は
中

小
企
業
大
学
校
仙
台
校
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ

て
お
り
、
講
師
二
名
で
の
研
修
会

で
あ
っ
た
。

第
一
部
は
、
さ
と
み
の
漬
物
講

「
身
近
に
あ
る
も
の
」こ
そ

地
域
の
宝

︱
商
工
会
女
性
部
正
副
部
長
研
修
懇
談
会
︱

講演する新関先生

菊池会長の開会挨拶

本県からの参加者（大宮ソニックシティにて）
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